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論文審査の結果の要旨 
 
１ 研究目的の評価 

本研究は、松浦市住民のうち、慢性閉塞性肺疾患（COPD）対策事業での介

入が可能であった本土地区住民と、地理的問題で介入に制限があった島嶼地

区住民の間で COPD に対する認知度を比較し、COPD 対策事業の有用性を検

討したもので、目的は十分に妥当である。 
 
２ 研究手法に関する評価 

松浦市の 40 歳から 74 歳までの住民を対象に、郵送法による自記式質問紙調

査を行い、1,406 人から回答が得られた。本土地区住民と島嶼地区住民の間で

COPD の認知度および COPD に関する知識の理解度を、統計的方法により比

較したもので、研究手法も妥当である。 
 
３ 解析・考察の評価 

上記手法で解析した結果、島嶼地区住民に比べ本土地区住民の COPD の

認知度が統計的に有意に高かった。また COPD に関する知識の理解度は本土

地区住民、島嶼地区住民の両群とも 80%以上と高く、COPD が正しく理解され

ていることが明らかとなった。これらの結果は住民に対する COPD 対策事業の

有用性を示唆しており、今後の効果的な COPD 対策に関する研究への進展が

大いに期待される。 
 
以上のように本論文は呼吸リハビリテーション学研究に貢献するところが大で

あり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するものと判断した。 
 

 


